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中
国
研
究
集
刊 

崗
号
（
総
五
十
四
号
）
平
成
二
十
四
年
六
月　

五
六
︱
七
八
頁

陳
士
元
『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
訳
注（
五
）

清
水
洋
子

は
じ
め
に

本
編
は
、
陳
士
元
『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
訳
注
の
第
五
稿
で
あ

る
。
衆
占
篇
お
よ
び
宗
空
篇
を
対
象
と
し
た
「
陳
士
元
『
夢
占
逸

旨
』
内
篇
訳
注
（
四
）」（『
中
国
研
究
集
刊
』
崐
号
（
第
五
十
三

号
）、
大
阪
大
学
中
国
哲
学
学
会
、
二
〇
一
一
年
）
に
続
き
、
本

編
で
は
古
法
篇
を
訳
注
の
対
象
と
す
る
。

凡
例

・�『
夢
占
逸
旨
』
の
底
本
は
、
陳
士
元
撰
『
帰
雲
別
集
』（
道
光
十

三
年
応
城
呉
毓
梅
校
刊
同
治
十
三
年
修
補
本
）
所
収
本
（
以
下
、

「
帰
本
」
と
称
す
）
を
使
用
し
、
呉
省
蘭
輯
『
芸
海
珠
塵
』（
民

国
五
十
七
年
台
北
芸
文
印
書
館
景
嘉
慶
中
南
匯
呉
氏
聴
彜
堂
刊

本
）
所
収
本
（
以
下
、「
芸
本
」
と
称
す
）
を
校
本
と
す
る
。

・�

本
文
に
は
【
原
文
】【
書
き
下
し
文
】【
現
代
語
訳
】【
語
注
】

を
付
し
、
自
注
に
は
【
原
文
】【
書
き
下
し
文
】
を
付
す
。

・�

底
本
と
校
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、【
原
文
】
中
の
傍
線
部

と
丸
数
字
と
で
示
し
、【
校
異
】
で
詳
細
（
校
訂
を
要
す
る
場

合
な
ど
）
を
挙
げ
る
。

・�

旧
字
体
や
異
体
字
は
、必
要
な
場
合
を
除
き
新
字
体
に
改
め
た
。

・�

文
意
の
補
足
は
〔　

〕
で
、
注
記
は
（　

）
で
示
し
た
。

・�

自
注
の
引
用
文
に
出
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
可
能

な
限
り
補
い
、【
書
き
下
し
文
】
の
中
で
示
し
た
。

・�
自
注
の
引
用
文
に
は
、
陳
の
翻
案
あ
る
い
は
誤
引
と
思
わ
れ
る

も
の
も
あ
る
。
参
考
と
し
て
、
出
拠
の
原
文
を
本
編
末
の
注
に

付
す
。
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古
法
篇
第
八

【
原
文
】��

本
文　

古
法
亡
而
夢
不
可
占
矣①

、
帝
王
有
帝
王
之
夢
、
聖
賢
有
聖

賢
之
夢
、
輿
台
廝
僕
有
輿
台
廝
僕
之
夢
、
窮
通
虧
盈
、
各

縁
其
人
。
凶
人
有
吉
夢
、
雖
吉
亦
凶
、
不②

可
幸
也
、

自
注　

如
趙
嬰
夢
天
使
之
類
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
矣
」
を
「
已
」
に
作
る
。

②
芸
本
は
、「
不
」
の
上
に
「
吉
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

古
法
亡ほ
ろ

び
て
夢
占
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
帝
王
に
は
帝
王

の
夢
あ
り
、
聖
賢
に
は
聖
賢
の
夢
あ
り
、
輿よ

台だ
い

廝し

僕ぼ
く

に
は

輿
台
廝
僕
の
夢
あ
り
。
窮
通
虧
盈
、
各
お
の
其
の
人
に
縁

る
。
凶
き
ょ
う

人じ
ん

に
吉
夢
あ
れ
ば
、
吉
な
り
と
雖
も
亦
た
凶
に

し
て
、
幸
い
と
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

自
注　
〔『
左
伝
』
成
公
五
年
〕
趙
ち
ょ
う

嬰え
い

天
の
使
を
夢
み
る
が
如
き

の
類
な
り
（
注
1
）
。

【
現
代
語
訳
】

古
法
が
な
く
な
り
、
夢
は
占
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

〔
と
は
い
え
〕
帝
王
に
は
帝
王
の
夢
が
あ
り
、
聖
賢
に
は
聖
賢
の

夢
が
あ
り
、
召
使
に
は
召
使
の
夢
が
あ
る
。〔
夢
に
よ
り
得
ら
れ

る
験
が
〕
困
窮
・
衰
退
と
な
る
か
、
賛
誉
・
栄
達
と
な
る
か
は
、

各
人
〔
が
吉
人
か
凶
人
か
〕
に
よ
る
。
凶
人
が
吉
夢
を
見
た
場

合
、〔
夢
象
が
〕
吉
と
い
え
ど
も
〔
験
は
〕
凶
な
の
で
あ
り
、
幸

い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
語
注
】

○
古
法
…
…
古
来
よ
り
伝
わ
る
法
。「
蜀
人
趙
賓
好
小
数
書
、
後

為
易
飾
易
文
、
…
…
持
論
巧
慧
、
易
家
不
能
難
、
皆
曰
非
古
法

也
。」（『
漢
書
』
儒
林
伝
）
こ
こ
で
は
古
代
の
為
政
者
が
夢
を
占

う
際
に
用
い
た
と
さ
れ
る
術
法
を
言
う
。「
先
王

0

0

致
察
於
天
人
之

際
、
可
謂
密
矣
、
惜
乎
、
古
法
不
伝
也
。」（
輔
広
『
詩
童
子
問
』）、

「
王
者

0

0

於
天
日
也
、
夜
有
夢
則
昼
視
日
旁
之
気
以
占
其
吉
凶
。
凡

所
占
者
十
煇
、
毎
煇
九
変
此
術
今
亡

0

0

0

0

。」（『
周
礼
』
宗
伯
下
「
其

経
運
十
其
別
九
十
」
鄭
玄
注
）
○
輿
台
廝
僕
…
…
召
使
な
ど
の
卑

賤
な
身
分
に
い
る
者
。「
輿
、
衆
也
。
…
僕
、
僕
豎
主
蔵
者
也
。

台
、
給
台
下
微
名
也
。」（『
左
伝
』
昭
公
七
年
「
人
有
十
等
」
孔

穎
達
疏
）「
廝
、
析
薪
者
。
輿
、
主
駕
車
者
。
此
皆
言
賤
役
之
人
。」

（『
漢
書
』
厳
助
伝
「
廝
輿
之
卒
」
顔
師
古
注
）（
注
2
）
。
○
凶
人
有
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吉
夢
、
雖
吉
亦
凶
、
不
可
幸
也
…
…
夢
を
見
た
後
の
禍
福
は
、
最

終
的
に
夢
見
た
本
人
の
徳
性
如
何
で
決
ま
る
こ
と
を
言
う
。
次
節

の
内
容
と
対
を
な
す
。「
且
凡
人
道
見
瑞
而
修
徳
者
、
福
必
成
。

見
瑞
而
縦
恣
者
、
福
転
為
禍
。
見
妖
而
驕
侮
者
、
禍
必
成
、
見
妖

而
戒
懼
者
、
禍
転
為
福
。」（『
潜
夫
論
』
夢
列
）
○
趙
嬰
夢
天
使

之
類
…
…
宗
空
篇
に
既
出
。
晋
の
趙
嬰
斉
は
甥
（
趙
朔
）
の
妻

（
趙
荘
姫
）
と
淫
通
し
た
こ
と
で
、
兄
（
趙
同
と
趙
括
）
か
ら
斉

へ
の
追
放
を
言
い
渡
さ
れ
る
。「
夢
天
使
」
は
、
天
を
祭
れ
ば
禍

を
免
れ
る
と
天
の
使
者
か
ら
告
げ
ら
れ
る
夢
。
こ
の
夢
に
つ
い
て

貞
伯
は
、「
淫
事
を
行
い
な
が
ら
罰
を
受
け
な
い
の
は
福
で
あ
り
、

天
を
祭
れ
ば
禍
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
」
と
解
し
た
。
嬰
斉
は
天
を
祭

り
そ
の
翌
日
に
逃
亡
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
「
凶
人
」
で
あ
る
嬰

斉
が
最
終
的
に
凶
を
免
れ
る
と
い
う
「
幸
」
に
至
っ
た
話
で
あ

り
、
本
文
の
文
脈
と
一
致
す
る
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
し
、
趙
氏

没
略
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。『
左
伝
』
に
は
、
嬰
斉
追
放
を
恨

ん
だ
趙
荘
姫
の
計
略
で
趙
氏
が
没
落
に
追
い
込
ま
れ
た
と
の
後
日

談
が
見
え
る
も
の
の
、
嬰
斉
が
災
禍
に
遭
う
と
の
記
述
は
見
ら
れ

な
い
。
一
方
『
史
記
』
趙
世
家
に
は
、
嬰
斉
を
含
む
一
族
誅
殺
の

記
載
が
見
え
る
た
め
、
本
書
が
こ
ち
ら
に
依
拠
し
た
可
能
性
は
高

い
（
注
3
）
。

【
原
文
】��

本
文　

吉
人
有
凶
夢
、
雖
凶
亦
吉
、
猶①

可
避
也
、

自
注　

如
董
豊
所
避②

之
事
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
猶
」
の
上
に
「
凶
」
を
付
す
。

②
芸
本
は
、「
避
」
の
下
に
「
枕
沐
」
の
二
字
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

吉き
つ

人じ
ん

に
凶
夢
あ
る
は
、
凶
と
雖
も
亦
た
吉
に
し
て
、
猶
お

避
く
べ
き
な
り
。

自
注　
〔『
晋
書
』
符
融
伝
〕
董
豊
の
避
く
る
所
の
如
き
の
事
。

【
現
代
語
訳
】

吉
人
に
凶
夢
が
あ
る
と
い
う
の
は
、〔
夢
象
が
〕
凶
の
よ
う
に

思
え
て
も
そ
れ
は
〔
験
と
し
て
〕
吉
で
あ
る
か
ら
、〔
凶
事
は
〕

回
避
で
き
る
。

【
語
注
】

○
董
豊
所
避
之
事
…
…
董
豊
の
夢
は
以
下
の
通
り
。
馬
を
南
に
走

ら
せ
て
川
を
渡
っ
た
後
、
北
に
引
き
返
し
て
川
を
渡
り
、
更
に
ま

た
南
に
戻
る
。
し
か
も
馬
は
川
の
途
中
で
止
ま
り
、
鞭
を
打
っ
て

（ 58 ）



も
動
か
な
い
。
う
つ
む
く
と
二
つ
の
太
陽
が
水
面
下
に
あ
り
、
馬

の
左
側
に
あ
る
太
陽
は
白
く
湿
気
て
い
て
、
右
側
の
太
陽
は
黒
く

乾
燥
し
て
い
た
。
董
豊
は
こ
の
夢
を
不
吉
な
も
の
か
と
疑
っ
た

が
、
実
際
は
こ
の
夢
の
お
陰
で
、
自
身
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た
男

と
妻
の
陰
謀
と
、
自
身
に
か
け
ら
れ
た
妻
殺
し
の
容
疑
と
い
う
凶

事
を
回
避
し
た
（
注
4
）
。

【
原
文
】��

本
文　

是
故
夢
有
五
不
占
、
占
有
五
不
験
、�

神
魂
未
定
而
夢
者
不
占
、

自
注　

輔
広
曰
、
詳
占
夢
之
意
、
先
王
致
察①

於
天
人
之
際
、
可
謂

密
矣
、
惜
乎
、
古
法
不
伝
也
、
後
世
之
人
、
情
性
不
治
、

昼
之
所
為
猶
且
昏
惑
瞀
乱
不
自
知
覚
、
則
其
見
於
夢
寐

者
、
率
多
紛
紜
乖
戻
、
未
必
与
天
地
之
気
相
流
通
、
縦
有

徴
兆
之
可
験
者
、
亦
須
遅②

廻
隠
約
、
必
待
既
験
、
而
後
可

知
、
古
法
若
存
、
未
必
能
尽
占
也
、

【
校
異
】

①�

帰
本
、
芸
本
共
に
「
謹
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
『
詩
童
子
問
』

に
従
い
「
察
」
に
改
め
た
。

②
芸
本
は
「
迂
回
」
と
す
る
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

是
の
故
に
夢
に
五ご

不ふ

占せ
ん

あ
り
、
占
に
五ご

不ふ

験け
ん

あ
り
。�

神
魂
未
だ
定
ま
ら
ず
し
て
夢
み
る
者
は
占
わ
ず
。

自
注　

輔ほ

広こ
う

〔『
詩
童
子
問
』〕
曰
く
、「
占
夢
の
意
を
詳つ
ま
びら

か
に

す
れ
ば
、
先
王 

察
を
天
人
の
際
に
致
す
こ
と
、
密
と
謂

う
べ
し
。
惜
し
い
か
な
、
古
法
の
伝
わ
ら
ざ
る
や
。
後
世

の
人
、
情
性
治
ま
ら
ず
。
昼
の
為
す
所
す
ら
猶な

お
且か

つ
昏こ
ん

惑わ
く

瞀ぼ
う

乱ら
ん

し
自み
ず
から

知
覚
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
其
の
夢む

寐び

に
見
る

者
、
率お

多お

く
は
紛ふ
ん

紜う
ん

乖か
い

戻れ
い

し
、
未
だ
必
ず
し
も
天
地
の
気

と
相
い
流
通
せ
ず
。
縦た
と

い
徴
兆
の
験し
る
し

と
す
べ
き
者
あ
る

も
、
亦
た
須す
べ
から
く
遅ち

廻か
い

隠い
ん

約や
く

し
、
必
ず
既
に
験
あ
る
を
待

ち
、
而
し
て
後
に
知
る
べ
し
。
古
法
若
し
存
す
る
も
、
未

だ
必
ず
し
も
能
く
占
を
尽
く
さ
ざ
る
な
り
。」（
注
5
）

【
現
代
語
訳
】

本
文　

だ
か
ら
夢
に
は
五
不
占
（
占
わ
な
い
五
つ
の
状
態
）
が
あ

り
、占
に
は
五
不
験（
的
中
し
な
い
五
つ
の
状
態
）が
あ
る
。

〔
五
不
占
の
一
、〕
精
神
が
不
安
定
な
状
態
で
み
た
夢
は
占

わ
な
い
。

自
注　

輔
広
が
言
う
に
は
、「
占
夢
の
義
理
を
詳
し
く
述
べ
る
と
、

そ
れ
は
先
王
が
天
人
の
間
〔
の
諸
現
象
〕
を
洞
察
し
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
奥
深
い
も
の
と
言
え
る
。
惜
し

（ 59 ）



い
こ
と
だ
、
古
法
が
伝
わ
ら
な
い
の
は
。
後
世
の
人
間
は

情
性
が
治
ま
っ
て
い
な
い
。
昼
間
の
行
い
ま
で
惑
い
乱
れ

て
い
て
そ
れ
を
自
覚
す
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
夢
に
見

る
多
く
は
デ
タ
ラ
メ
で
、
必
ず
し
も
天
地
の
気
と
通
じ
合

う
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
予
兆
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
ふ
ら
ふ
ら
と
さ
ま
よ
っ
て
い
て
は
っ

き
り
わ
か
ら
ず
、
必
ず
夢
の
験
が
〔
現
実
と
な
っ
て
〕
あ

ら
わ
れ
て
か
ら
〔「
あ
あ
、
あ
の
時
の
夢
は
こ
う
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
か
」
と
〕
知
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
だ
か
ら

情
性
が
治
ま
っ
て
い
な
い
以
上
、〕
古
法
が
現
存
し
て
い

た
と
し
て
も
、
き
っ
ち
り
と
占
え
る
わ
け
で
は
な
い
。」

【
語
注
】

○
是
故
夢
有
五
不
占
、
占
有
五
不
験
…
…
古
法
が
存
在
し
な
い
こ

と
、
夢
の
応
験
は
夢
象
の
吉
凶
だ
け
で
決
ま
ら
な
い
こ
と
を
前
節

で
問
題
提
起
し
た
上
で
、
占
夢
に
お
け
る
禁
忌
で
あ
る
「
五
不

占
」「
五
不
験
」
の
説
に
及
ぶ
。
こ
れ
に
よ
り
、
天
地
と
疎
通
し

う
る
人
間
の
精
神
お
よ
び
行
為
が
占
夢
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。
○
輔
広
…
…
南
宋
の
人
（
生
卒
年
不
明
）。
字
は
漢
卿
、

号
は
潜
庵
。
呂
祖
謙
、
朱
熹
に
師
事
し
た
。
そ
の
学
説
は
『
四
書

纂
疏
』
に
も
見
え
る
。『
詩
童
子
問
』
は
、『
詩
集
伝
』
の
理
解
を

補
助
す
る
た
め
に
朱
子
の
教
え
や
諸
儒
の
説
を
録
し
、
読
詩
の
法

を
明
か
に
し
た
も
の
。
○
昏
惑
瞀
乱
…
…
暗
愚
で
惑
い
乱
れ
る
さ

ま
。『
楚
辞
』
九
辯
「
中
瞀
乱
兮
迷
惑
」
王
逸
注
に
「
思
念
煩
惑
」

と
あ
る
。
○
紛
紜
乖
戻
…
…
雑
多
な
も
の
が
入
り
乱
れ
、
本
来
の

あ
る
べ
き
状
態
か
ら
外
れ
る
こ
と
。「
紜
、
…
…
数
乱
也
。」（『
玉

篇
』）
○
未
必
与
天
地
之
気
相
流
通
…
…
気
を
介
し
天
地
と
一
体

化
す
る
点
に
人
間
性
の
向
上
を
認
め
る
と
い
う
宋
学
の
思
考
を
反

映
し
た
箇
所
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
注
6
）
。
○
遅
廻
隠
約
…
…
ま
わ
り

く
ど
く
不
明
瞭
な
こ
と
。
○
未
必
能
尽
占
也
…
…
「
尽
」
は
詳
し

く
す
る
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
出
す
。「
書
不
尽
言
、
言
不
尽
意
。」

（『
易
』
繋
辞
伝
上
）

【
原
文
】��

本
文　

妄
慮
而
夢
者
不
占
、

自
注　

六
書
精
蘊
、
其
夢
也
邪
、
昼
有
邪
想
也
、
其
夢
也
漫
、
昼

有
漫①

想
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
漫
」
を
「
慢
」
に
作
る
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

妄
慮
し
て
夢
み
る
者
は
占
わ
ず
。
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自
注　
『
六り
く

書し
ょ

精せ
い

蘊う
ん

』、
其
の
夢
み
る
こ
と
邪
な
る
は
、
昼
に
邪
想

あ
れ
ば
な
り
。
其
の
夢
み
る
こ
と
漫
な
る
は
、
昼
に
漫
想

あ
れ
ば
な
り
（
注
7
）
。

【
現
代
語
訳
】

妄
り
な
考
え
の
結
果
と
し
て
見
る
夢
は
占
わ
な
い
。

【
語
注
】

○
妄
慮
而
夢
者
…
…
思
念
の
具
体
的
な
性
質
と
夢
と
の
相
関
関
係

に
つ
い
て
言
及
す
る
。
昼
間
の
想
念
が
夢
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は

比
較
的
早
い
時
期
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
た
。「
三
曰
思
夢
。」（『
周

礼
』
春
官
・
宗
伯
）「
覚
時
所
思
念
而
夢
。」（
鄭
玄
注
）、「
昼
有

所
思
、
夜
夢
其
事
。」（『
潜
夫
論
』
夢
列
）、「
昼
想
夜
夢
、
神
形

所
遇
。」（『
列
子
』
周
王
穆
）
○
六
書
精
蘊
…
…
元
の
魏
校
撰
。

文
字
を
象
数
・
天
文
な
ど
十
二
類
に
分
別
す
る
字
典
。
古
文
で
小

篆
の
誤
り
を
正
し
、
ま
た
小
篆
で
古
文
の
足
り
な
い
部
分
を
補
う
。

【
原
文
】��

本
文　

寤
知
凶
阨
者
不
占
、

自
注　

�

如
声
伯
寤
知
凶
阨
而
強
占
之
類
、
左
伝
、
声
伯
夢
渉
洹
、

食
瓊
瑰
泣
且
歌
焉
、
寤
而
懼
不
敢
占
也
、
及
従
公
伐
鄭
至

於
狸
脤①

之
地
而
占
之
曰
、
余
恐
死
、
不②

敢
占
、
今
過
三
年

衆
繁
而
従
余
矣
、
無
傷
也
、
占
之
、
是
暮
声
伯
卒
、
杜③

預

注
云
、
伝
戒
数
占
夢
、

【
校
異
】

①�

帰
本
は
「
服
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
、
芸
本
、『
左
伝
』
に
従

い
「
脤
」
に
改
め
た
。

②
芸
本
は
、「
不
」
の
上
に
「
故
」
を
付
す
。

③�

帰
本
は
「
占
夢
」
の
下
に
「
云
」
を
付
す
。
こ
こ
で
は
芸
本
に

従
い
「
云
」
の
位
置
を
改
め
た
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

寤ご

し
て
凶
き
ょ
う

阨や
く

な
る
を
知
る
者
は
占
わ
ず
。

自
注　

声せ
い

伯は
く

寤
し
て
凶
阨
な
る
を
知
る
も
強し

い
て
占
う
が
如
き

の
類
な
り
。『
左
伝
』〔
成
公
十
七
年
〕、
声
伯
夢
に
洹え
ん

を

渉わ
た

り
、
瓊け
い

瑰か
い

を
食
ら
い
泣
き
て
且
つ
歌
う
。
寤
し
て
懼
れ

敢
え
て
占
わ
ざ
る
な
り
。
公
に
従
い
鄭
を
伐
ち
狸り

脤し
ん

の
地

に
至
る
に
及
び
て
之
を
占
い
て
曰
く
、「
余 

死
を
恐
れ
て

敢
え
て
占
わ
ず
。
今
三
年
を
過
ぎ
て
衆
繁お
お

く
余わ
れ

に
従
う
。

傷そ
こ

な
う
こ
と
な
き
な
り
」
と
。
之
を
占
う
。
是
の
暮
れ
に

声
伯
卒し
ゅ
つす
。
杜
預
注
に
、「
伝 

数し
ば
しば
夢
を
占
う
を
戒
む
」

と
云
う
（
注
8
）
。
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【
現
代
語
訳
】

夢
か
ら
覚
め
て
、
そ
れ
が
凶
兆
だ
と
わ
か
る
よ
う
な
夢
は
占
わ

な
い
。

【
語
注
】

○
声
伯
夢
渉
洹
、
食
瓊
瑰
泣
且
歌
焉
…
…
洹
水
（
衛
河
の
支
流
と

し
て
現
在
の
河
南
省
北
部
を
流
れ
る
）
を
渡
っ
た
魯
の
声
伯
（
子

叔
嬰
斉
）
が
何
者
か
に
瓊
瑰
（
珠
玉
）
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
、
そ
の

涙
が
珠
玉
に
な
り
懐
に
満
ち
た
夢
。
宗
空
篇
に
既
出
。
○
従
公
伐

鄭
至
於
狸
脤
之
地
…
…
鄢
陵
の
戦
い
（
成
公
十
五
年
、B.C.575

）

の
後
、
魯
成
公
ら
に
よ
る
鄭
へ
の
攻
撃
が
始
ま
る
と
声
伯
は
従
軍

し
、
帰
国
時
に
は
狸
脤
へ
立
ち
寄
っ
た
。
成
公
十
七
年
経
文
に

「
冬
、
公
、
会
単
子
・
晋
侯
・
宋
公
・
衛
侯
・
曹
伯
・
斉
人
・
邾
人

伐
鄭
」「
公
孫
嬰
斉
卒
于
貍
脤
」、
孔
頴
達
疏
に
「
貍
脤
、
魯
地
也
」

と
あ
る
。
○
今
過
三
年
衆
繁
而
従
余
矣
、
無
傷
也
…
…
三
年
と
い

う
時
間
の
経
過
と
臣
下
の
増
加
に
よ
っ
て
、
声
伯
が
凶
夢
へ
の
警

戒
を
解
い
た
こ
と
を
言
う
。
こ
の
こ
と
は
、
他
者
か
ら
の
「
吉
の

集
中
」
や
他
者
へ
の
「
凶
の
分
散
」
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
唆
す
る（
注
9
）
。
例
え
ば
「
献
吉
夢
于
王
、王
拝
而
受
之
」（『
周

礼
』
春
官
・
占
夢
）
は
、
他
者
の
吉
夢
を
王
の
も
と
に
集
め
る
王

へ
の
こ
と
ほ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
○
戒
数
占
夢

…
…
占
夢
に
限
ら
ず
、
占
断
で
は
む
や
み
に
占
う
こ
と
は
し
な
い

と
さ
れ
た
。「
卜
不
習
吉
（
卜
法
で
は
前
回
の
吉
に
重
ね
て
再
度
卜

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。」（『
尚
書
』
虞
書
・
大
禹
謨
）、「
卜
筮
不

相
襲
也
（
卜
筮
は
互
い
に
重
ね
て
行
わ
な
い
）。」（『
礼
記
』
表
記
）

【
原
文
】��

本
文　

寐
中
撼
寎
而
夢
未
終
者
不
占
、

自
注　

撼
者
、
人
擾
之
使
覚
也
、
寎
皮
命
切
、
驚
病
也
、
故
夢①

因

之
不
能
終
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
夢
景
不
終
」
と
す
る
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

寐び

中ち
ゅ
うに

撼う
ご

か
さ
れ
寎お
び

え
て
夢
未い
ま

だ
終
わ
ら
ざ
る
者
は
占

わ
ず
。

自
注　

撼
は
人
の
之こ
れ

を
擾み
だ

し
て
覚
ま
し
む
る
な
り
。
寎
は
皮ひ

命め
い

の

切
。
驚
き
ょ
う

病び
ょ
うな
り
。
故
に
夢
は
之こ
れ

に
因よ

り
て
終
わ
る
こ
と

能
わ
ざ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

睡
眠
中
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
り
、
精
神
不
安
に
よ
る
発
作
が
起
き
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て
目
を
覚
ま
し
た
た
め
に
完
結
し
な
か
っ
た
夢
は
占
わ
な
い
。

【
語
注
】

○
撼
…
…
揺
り
動
か
す
こ
と
。「

」
に
通
ず
る
。「

、
揺
也
。」

（『
説
文
』）「
人
擾
之
使
覚
也
」
の
「
擾
」
は
、
外
的
な
刺
激
を
与

え
て
夢
見
の
状
態
を
中
断
さ
せ
る
こ
と
を
指
す
。
○
寎
…
…
「
驚

病
（
風
驚
）」
は
精
神
不
安
や
痙
攣
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
す

神
経
性
疾
患
（
注
10
）
。
病
理
的
原
因
に
由
来
す
る
「
恍
惚
寝
寐
不
安
」

「
令
人
寐
即
驚
恐
憂
恚
」（『
太
平
聖
恵
方
』
巻
二
十
）
な
ど
の
睡

眠
障
害
に
よ
っ
て
夢
が
中
断
さ
れ
る
場
合
を
想
定
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
単
に
悪
夢
を
見
て
目
を
覚
ま
す
の
は
「
驚
き
ょ
う

魘え
ん

」。

【
原
文
】��

本
文　

夢
有
終
始
、
而
覚
佚
其
半
者
不
占
、

自
注　

夢
畢
而
覚
、
或
忘
其
始
、
或
忘
其
終
、
非
全
夢
也
、

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

夢
に
終
始
あ
る
も
、
而
る
に
覚
め
て
其
の
半な
か

ば
を
佚い
つ

す
る

者
は
占
わ
ず
。

自
注　

夢
畢お
わ

り
て
覚
む
る
に
、
或
い
は
其
の
始
め
を
忘
れ
、
或
い

は
其
の
終
わ
り
を
忘
る
る
は
、
全
き
夢
に
非
ざ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

夢
自
体
は
終
始
完
結
し
て
い
て
も
、
目
覚
め
て
そ
の
半
分
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
夢
は
占
わ
な
い
。

【
原
文
】��

本
文　

占
夢
之
人
、
昧
厥
本
原
者
不
験
、

自
注　

夢
有
本
原
、
能
通①

本
原
、
則
天
地
人
物
与
己
一
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
通
」
の
下
に
「
乎
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

占
夢
の
人
、
厥そ

の
本
原
に
昧く
ら

き
者
は
験け
ん

せ
ず
。

自
注　

夢
に
本
原
あ
り
。
能
く
本
原
に
通
ず
れ
ば
、
則
ち
天
地
人

物
と
己
と
は
一
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

占
夢
す
る
人
間
が
占
夢
の
原
理
に
暗
け
れ
ば
的
中
し
な
い
。

【
語
注
】

○
夢
有
本
原
、
能
通
本
原
、
則
天
地
人
物
与
己
一
也
…
…
『
夢
占
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逸
旨
』
は
「
真
宰
（
万
物
創
造
の
根
源
）」
か
ら
宇
宙
生
成
論
と

夢
の
生
成
理
論
を
説
く
（
真
宰
篇
を
参
照
）。「
夢
有
本
原
」
と

は
、「
真
宰
」
か
ら
生
じ
た
陰
陽
二
気
を
受
け
る
天
地
人
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
ら
が
見
る
夢
も
本
源
的
な
妙
理
を
含
ん
で
い
る
こ
と

を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。（『
夢
占
逸
旨
』
は
天
地
も
夢
み
る
主
体
と

考
え
る
。）
そ
う
し
た
夢
の
本
原
に
通
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
自

身
の
気
と
天
地
万
物
の
気
と
の
間
に
融
和
・
循
環
の
関
係
が
成
立

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
天
地
人
物
与
己
一
」
は
、
理
念
と
し

て
の
一
体
感
を
表
す
宋
儒
の
言
葉
と
も
似
る
。「
大
而
化
之
、
只

是
謂
理
与
己
一

0

0

0

0

。」（『
二
程
集
』
河
南
程
氏
遺
書
巻
十
五
）、「
告

顔
子
以
克
己
復
礼
、
克
去
己
私
以
復
於
礼
、
自
然
都
是
這
意
思
。

…
…
此
意
思
纔
無
私
意
間
隔
、
便
自
見
得
人
与
己
一

0

0

0

0

、
物
与
己

0

0

0

一0

、
公
道
自
流
行
。」（『
朱
子
語
類
』
巻
六
）

【
原
文
】��

本
文　

術
業
不
専
者
不
験
、

自
注　

占
夢
之
術
、
必
専
習
乃
験
、

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

術
業
の
専
ら
な
ら
ざ
る
者
は
験
せ
ず
。

自
注　

占
夢
の
術
は
、
必
ず
専
習
す
れ
ば
乃
ち
験
す
。

【
現
代
語
訳
】

占
夢
の
技
術
に
専
念
し
な
い
者
は
的
中
し
な
い
。

【
語
注
】

○
術
業
不
専
者
…
…
こ
こ
で
の
「
専
」
は
、
占
法
を
占
夢
に
限
定

す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
占
夢
の
専
門
的
知
識
や
技
術
を
持

つ
こ
と
を
言
う
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
世
文
献
に
見
え
る
占
夢
者
の

身
分
は
、
占
夢
専
門
者
・
非
専
門
者
・
他
の
占
い
と
の
兼
習
者
な

ど
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
占
夢
の
過
程
で
は
、
象
徴
解

釈
・
類
推
解
釈
・
文
字
解
釈
な
ど
の
ほ
か
（
注
11
）
、
周
易
理
論
を
併

用
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
本
節
の
要
点
は
、
専
門
的
身
分
の
有

無
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
総
合
的
か
つ
専
門
的
な
技
術
を
駆
使
で

き
る
能
力
の
有
無
に
あ
る
と
言
え
る
。

【
原
文
】��

本
文　

精
誠
未
至
者
不
験
、

自
注　

精
誠 

不
通①

鬼
神
、
不
可
占
夢
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
通
」
の
下
に
「
乎
」
を
付
す
。
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【
書
き
下
し
文
】

本
文　

精
誠 

未
だ
至
ら
ざ
る
者
は
験
せ
ず
。

自
注　

精
誠 

鬼
神
に
通
じ
ざ
れ
ば
、
占
夢
す
る
べ
か
ら
ず
。�

【
現
代
語
訳
】

純
真
で
精
一
な
真
心
が
鬼
神
に
通
じ
る
レ
ベ
ル
に
至
ら
な
い
者

は
的
中
し
な
い
。

【
語
注
】

○
精
誠
…
…
真
心
、
誠
意
。
王
符
は
「
唯
其
時
有
精
誠

0

0

之
所
感

薄
、
神
霊
之
所
告
者
、
乃
有
占
爾
」（『
潜
夫
論
』
夢
列
）
と
し
、

混
じ
り
け
の
な
い
真
心
で
感
受
し
た
夢
は
占
う
意
義
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
中
で
も
孔
子
が
見
た
と
い
う
周
公
の
夢
に
つ
い
て
は
、

周
公
へ
の
精
一
な
思
い
か
ら
見
た
夢
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。「
孔

子
生
於
乱
世
、
日
思
周
公
之
徳
、
夜
即
夢
之
。
此
謂
意
精
之
夢

也
」（『
潜
夫
論
』
夢
列
）
程
伊
川
に
よ
る
「
聖
人
存
誠
処
也
」

（『
二
程
集
』
河
南
程
子
遺
書
巻
十
八
）
と
の
解
釈
も
同
様
（
注
12
）
。

○
精
誠
不
通
鬼
神
…
…
「
鬼
神
」
の
含
意
に
は
複
数
あ
る
（
注
13
）
。

「
五
不
験
」
は
、
夢
の
吉
凶
を
正
確
に
汲
み
と
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
の
「
鬼
神
」
は
、
精
誠
を
通
し
て
初
め

て
知
り
う
る
総
体
的
な
変
化
そ
の
も
の
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

「
与
鬼
神
合
其
吉
凶
」（『
易
』
乾
文
言
伝
）
の
よ
う
に
、
千
変
万

化
の
働
き
を
伴
う
神
霊
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
（
注
14
）
。
本
節

は
、
鬼
神
の
意
向
を
通
達
す
る
卜
筮
と
同
様
の
性
格
を
占
夢
に
も

見
出
し
、
当
人
の
誠
心
次
第
で
吉
凶
禍
福
の
変
転
を
感
受
で
き
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。「
卜
筮
通
鬼
神
之
意
。」（『
尚
書
』
虞

書
・
大
禹
謨
「
鬼
神
其
依
、
亀
筮
協
従
」
孔
穎
達
疏
）

【
原
文
】��

本
文　

�

削①

遠
為
近
揉
大
為
小
者
不
験
、

自
注　

�

漢②

芸
文
志＊

、
弁
凶
阨
之
患
、
吉
隆
之
喜
、
此
聖
人
知
命
之

術
也
、
道
之
乱
也
、
患
出
於
小
人
強
知
天
道
、
壊
大
以
為

小
、
削
遠
以
為
近
、
是
故③

道
術
破
裂
而
難
知
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
削
遠
為
近
小
者
」
と
す
る
。

②
芸
本
は
、「
漢
」
の
下
に
「
書
」
を
付
す
。

③
芸
本
は
、「
故
」
を
「
以
」
に
作
る
。

＊
芸
本
は
、「
芸
文
志
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

�

遠
き
を
削
り
て
近
し
と
為
し
、
大
な
る
を
揉た

め
て
小
な
り

と
為
す
者
は
験け
ん

せ
ず
。
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自
注　

�『
漢
芸
文
志
』、
凶
き
ょ
う

阨や
く

の
患
、
吉
隆
の
喜
を
弁べ
ん

ず
る
は
、

此
れ
聖
人
の
知
命
の
術
な
り
。
道
の
乱
る
る
や
、
患
は
小
人

強し

い
て
天
道
を
知
ら
ん
と
し
、
大
な
る
を
壊
し
て
以
て
小
な

り
と
為
し
、
遠
き
を
削
り
て
以
て
近
し
と
為
す
に
出い

づ
。
是

の
故
に
道
術
破
砕
し
て
知
り
難
き
な
り
（
注
15
）
。

【
現
代
語
訳
】

本
文　

深
遠
な
も
の
を
削
っ
て
浅
近
な
も
の
と
し
、
広
大
な
も
の

を
歪
曲
し
て
狭
小
な
も
の
と
す
る
者
は
的
中
し
な
い
。

自
注　
『
漢
書
』
芸
文
志
、「
凶
厄
の
憂
患
や
吉
祥
の
喜
び
を
識
別

す
る
の
は
、
聖
人
が
天
命
を
知
る
術
で
あ
る
。〔
と
こ
ろ

が
〕
治
道
が
乱
れ
る
と
、
小
人
が
無
理
に
天
道
（
自
然
の

法
則
）
を
知
ろ
う
と
し
て
、
広
大
な
も
の
を
狭
小
な
も
の

に
、
深
遠
な
も
の
を
浅
近
な
も
の
に
す
る
と
い
う
弊
害
が

現
れ
た
。
こ
う
し
て
道
術
（
天
道
を
知
る
手
だ
て
。
ま
た

は
そ
の
た
め
の
道
徳
学
問
）
は
打
ち
砕
か
れ
て
、
知
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」

【
語
注
】

○
削
遠
為
近
、
揉
大
為
小
者
…
…
「
揉
」
は
曲
げ
て
た
わ
め
る
こ

と
。
○
此
聖
人
知
命
之
術
也
…
…
天
地
か
ら
享
受
す
る
天
性
や
天

命
を
見
極
め
る
術
が
聖
人
に
あ
る
こ
と
。「
易
与
天
地
準
、
故
能

彌
綸
天
地
之
道
。
仰
以
観
於
天
文
、
俯
以
察
於
地
理
、
是
故
知
幽

明
之
故
。
…
…
知
周
乎
万
物
而
道
済
天
下
、
故
不
過
。
旁
行
而
不

流
、
楽
天
知
命

0

0

、
故
不
憂
。」（『
易
』
繋
辞
伝
上
）「
是
自
知
性

命
、
順
天
道
之
常
数
、
知
性
命
之
始
終

0

0

0

0

0

0

、
任
自
然
之
理
、
故
不
憂

也
。」（
孔
穎
達
疏
）
○
患
出
於
小
人
強
知
天
道
…
…
小
人
が
無
理

に
天
道
を
知
ろ
う
と
し
て
混
乱
を
招
く
こ
と
。「
小
人
蓋
指
張
寿

王
之
徒
、
見
律
暦
志
。」（
顧
実
『
漢
書
芸
文
志
講
疏
』）（
注
16
）
「
天

道
」
は
天
の
運
行
、
転
じ
て
天
の
道
理
。「
天
道
遠
、
人
道
近
。」

（『
左
伝
』
昭
公
十
八
年
）、「
孔
子
論
六
経
、
紀
異
而
説
不
書
。
至

天
道
命
不
伝
。」（『
史
記
』
天
官
書
）
○
道
術
…
…
天
道
を
知
る

た
め
の
手
だ
て
（
注
17
）
。

【
原
文
】��

本
文　

依
違
匿①

端
者
不
験
、

自
注　

如
幡
綽
占
禄
山
怪
夢
之
類
、
柳
氏
旧②

聞＊

、
安
禄
山
叛
、
黄

幡
綽
陥
在
賊
中
、
禄
山
夢
衣
袖
長
至
階
下
、
幡
綽
曰
、
当

垂
衣
而
治
、
禄
山
又
夢
殿
中
窓
槅
倒③

、
幡
綽
曰
、
革
故
従

新
、
後
禄
山
敗
、
玄
宗
自
蜀
帰
詰
問
幡
綽
、
幡
綽
曰
、
臣

昔
占
夢
必
知
其
不
可
也
、
玄
宗
曰
、
何
以
知
之
、
対
曰
、

衣
袖
長
者
、
出
手
不
得
也
、
窓
槅
倒
者
、
胡
不
得
也
、
玄

宗
笑
而
赦
之
、
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【
校
異
】

①�
帰
本
、
芸
本
と
も
に
「
両
」
に
作
る
。
し
か
し
、『
韓
非
子
』

二
柄
篇
に
「
君
見
悪
、
則
群
臣
匿
端

0

0

。
君
見
好
、
則
群
臣
誣

能
」
と
あ
り
、『
論
衡
』
答
佞
篇
に
「
佞
人
依
違
匿
端

0

0

」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、「
両
」
は
「
匿
」
の
誤
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ

て
、
こ
こ
で
は
「
匿
」
に
改
め
た
。

②�

帰
本
は
「
白
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
芸
本
に
従
い
「
旧
」
に
改

め
た
。

③�

帰
本
は
「
倒
文
」、
芸
本
は
「
倒
立
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は

『
次
柳
氏
旧
聞
』
に
従
い
「
倒
」
に
改
め
た
。

＊
芸
本
は
、「
柳
氏
旧
聞
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

依い

違い

し
て
端
を
匿か
く

す
者
は
験
せ
ず
。

自
注　
〔
黄こ
う

〕
幡は
ん

綽し
ゃ
く 

〔
安あ
ん

〕
禄ろ
く

山ざ
ん

の
怪
夢
を
占
う
が
如
き
の
類
。

『〔
次
〕
柳
氏
旧
聞
』、
安
禄
山
叛そ
む

く
。
黄
幡
綽 

陥お
ち
い

り
て

賊
中
に
在
り
。
禄
山 

衣
袖
の
長
く
階
下
に
至
る
を
夢
み

る
。
幡
綽
曰
く
、「
当ま
さ

に
衣
を
垂た

れ
て
治
む
べ
し
」
と
。

禄
山 

又
た
殿
中
に
て
窓そ
う

槅か
く

の
倒
る
る
を
夢
み
る
。
幡
綽

曰
く
、「
故ふ
る

き
を
革あ
ら
ため

新
し
き
に
従
う
」
と
。
後
に
禄
山

敗
れ
、
玄
宗�

蜀
よ
り
帰
り
て
幡
綽
に
詰
問
す
。
幡
綽
曰

く
、「
臣�

昔
占
夢
し
必
ず
其
の
不
可
な
る
を
知
る
な
り
」

と
。
玄
宗
曰
く
、「
何
を
以
て
か
之
を
知
る
」
と
。
対こ
た

え

て
曰
く
、「
衣
袖
の
長
き
は
、
手
を
出
さ
ん
と
す
る
も
得

ざ
る
な
り
。
窓
槅
倒
る
る
は
、
胡の
り

せ
ん
と
す
る
も
得
ざ
る

な
り
」
と
。
玄
宗
笑
い
て
之
を
赦
す
（
注
18
）
。

【
現
代
語
訳
】

曖
昧
な
態
度
を
と
り
、
本
心
の
糸
口
（
ま
た
は
兆
し
）
を
隠
す

も
の
は
的
中
し
な
い
。

【
語
注
】

○
依
違
…
…
曖
昧
な
態
度
を
取
る
こ
と
。「
孔
子
之
言
、
解
情
而

無
依
違
之
意
。」（『
論
衡
』
問
孔
）
○
如
幡
綽
占
禄
山
怪
夢
之
類

…
…
黄
幡
綽
（
生
卒
年
不
明
）
は
唐
の
玄
宗
に
仕
え
た
宮
廷
音
楽

家
。
事
跡
は
『
因
話
録
』『
楽
府
雑
録
』
に
見
え
る
。
謀
叛
を
起

こ
し
た
安
禄
山
に
捕
ら
え
ら
れ
る
も
、
禄
山
の
夢
を
都
合
の
良
い

よ
う
に
解
釈
し
て
保
身
を
図
っ
た
。
○
柳
氏
旧
聞
…
…
李
徳
裕
撰

『
次
柳
氏
旧
聞
』
の
こ
と
。
撰
者
が
伝
聞
し
た
玄
宗
時
の
宦
官
高こ
う

力り
き

士し

に
よ
る
宮
中
の
回
想
録
を
収
め
る
。
○
窓
槅
…
…
「
槅
子
」

「
亮
槅
」
と
も
。
上
半
分
が
格
子
状
に
な
っ
た
ス
タ
ン
ド
式
の
窓
。

扉
に
似
た
し
き
り
。「
軒
轅
作
帷
帳
、
禹
作
屏
、
伊
尹
作
亮
槅
、

周
公
作
簾
。」（『
広
博
物
志
』
巻
三
九
）
○
胡
…
…
『
蟫
精
雋
』

が
引
く
『
次
柳
氏
旧
聞
』
に
は
「
糊
」
と
あ
る
。「
胡
」
に
は
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「
糊
」
の
意
も
あ
る
。（「
胡
粉
、
胡
、
餬
（「
糊
」
と
通
用
）
也
。」

『
釈
名
』）
倒
れ
た
窓
は
貼
り
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
（
糊
不
得
）

と
、
胡
人
の
安
禄
山
に
天
下
は
取
れ
な
い
こ
と
（
胡
不
得
）
を
兼

ね
た
表
現
か
。

【
原
文
】��

本
文　

故
必
有
大
覚
、
而
後
能
占
乎
大
夢
、

自
注　

荘
子＊

、
方
其
夢
也
、
不
知
其
夢
也
、
夢
之
中
又
占
其
夢

焉
、
覚
而
後
知
其
夢
也
、
且
有
大
覚
而
後
知
此
大
夢
也
、

愚①

者
自
以
為
覚
、
竊
竊
然
知
之
固
哉
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
愚
」
の
上
に
「
而
」
を
付
す
。

＊
芸
本
は
、「
荘
子
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

故
に
必
ず
大
覚
あ
り
、
而
し
て
後
に
能
く
大
夢
を
占
う
。

自
注　
『
荘
子
』〔
斉
物
論
〕、
其
の
夢
み
る
に
方あ
た

り
て
、
其
の
夢

な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
夢
の
中
に
又
た
其
の
夢
を
占

い
、
覚
め
て
後
に
其
の
夢
な
る
を
知
る
な
り
。
且
つ
大
覚

あ
り
て
後
に
此
の
大
夢
な
る
を
知
る
な
り
。
愚
者
は
自み
ず
から

以
て
覚
め
た
り
と
為
し
、
竊せ
つ

竊せ
つ

然ぜ
ん

と
し
て
之
を
知
る
は
固こ

な
る
か
な
（
注
19
）
。

【
現
代
語
訳
】

だ
か
ら
、〔「
五
不
験
」
に
抵
触
し
な
い
〕
真
の
目
覚
め
た
状
態

が
あ
っ
て
、〔「
五
不
占
」
に
抵
触
し
な
い
〕
占
う
に
足
る
よ
き
夢

を
占
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
語
注
】

○
故
必
有
大
覚
、
而
後
能
占
乎
大
夢
～
且
有
大
覚
而
後
知
此
大
夢

也
…
…
『
荘
子
』
で
は
生
死
の
問
題
を
覚
夢
に
な
ぞ
ら
え
て
説

く
。『
荘
子
』
に
お
い
て
、「
大真
の
め
ざ
め覚
」
が
あ
っ
て
初
め
て
わ
か
る

「
大
夢
」
と
は
、
大
い
な
る
夢
と
し
て
の
人
生
で
あ
る
（
注
20
）
。
本

節
は
「
五
不
占
」「
五
不
験
」
を
受
け
た
文
脈
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
の
「
大
覚
」
は
夢
の
本
原
に
精
通
し
た
悟
道
の
状
態
を

言
い
、「
大
夢
」
は
占
夢
の
対
象
た
り
う
る
適
切
な
夢
を
言
う
と

考
え
ら
れ
る
。
○
竊
竊
然
…
…
こ
ざ
か
し
く
知
っ
た
か
ぶ
り
を
す

る
様
。

【
原
文
】��

本
文　

不
然
、
則
覚
亦
夢
也
、
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自
注　

顔
回
問①

於
仲
尼
、
孟
孫
才
其
母
死
、
居
喪
不
哀
、
以
善
喪

蓋
魯
国
、
回
怪
之
、
仲
尼
曰
、
吾
特
与
汝
其
夢
未
始
覚
者②

邪
、
且
汝
夢
為
鳥
而
厲
乎
天
、
夢
為
魚
而
没
於
淵
、
不
知③

今
之
言
者
、
其
覚
者
乎
、
其
夢
者
乎
、�

列④

子
、
古
莽
之
国
、
其
民
多
眠
五
旬
一
覚
、
以
夢
中
所
為

者
実
、
覚⑤

所
見
者
妄
、
中
央
之
国
、
其
民
一
寐
一
覚
、
以

覚⑥

所
為
者
実
、
夢⑦

所
見
者
妄
、
阜
落
之
国
、
其
民
常
覚
而

不
眠
、
周⑧

尹
氏⑨

産
、
其
下
有
役
夫
、
夜
夢
為
国
君
、
其
楽

無
比
、
而
尹
氏
則
夜
夢
為
人
僕
趨
走
、
杖
撻
無
不
至
、
尹

氏
友
人
曰
、
苦
逸
之
復
数
之
常
也
、
若
欲
覚
夢
兼
之
、
豈

可
得
耶⑩

、�

列
子＊

、
欲
弁
覚
夢
、
惟
黄
帝
孔
丘⑪

、
今
無
黄
帝
・
孔
子⑫

、

孰
弁
之
哉
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
問
於
仲
尼
」
を
「
問
仲
尼
曰
」
と
す
る
。

②�

帰
本
に
は
「
者
衍
邪
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
芸
本
と
『
荘

子
』
共
に
「
衍
」
の
字
が
な
い
た
め
、
衍
字
と
見
な
し
削
除
し

た
。

③�

芸
本
は
、「
知
」
を
「
識
」
に
作
る
。

④
帰
本
は
「
荘
子
」
と
す
る
が
誤
り
。「
列
子
」
に
改
め
た
。

⑤
⑥
芸
本
は
、「
覚
」
の
下
に
「
之
」
を
付
す
。

⑦
芸
本
は
、「
夢
」
の
下
に
「
之
」
を
付
す
。

⑧
芸
本
は
、「
周
」
の
下
に
「
之
」
を
付
す
。

⑨
芸
本
は
、「
氏
」
の
下
に
「
大
治
」
の
二
字
を
付
す
。

⑩
芸
本
は
、「
耶
」
を
「
邪
」
に
作
る
。

⑪�

帰
本
は
、
こ
の
部
分
が
字
潰
れ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
芸

本
に
従
い
「
丘
」
を
補
っ
た
。

⑫
芸
本
は
、「
子
」
を
「
丘
」
に
作
る
。

＊
芸
本
は
、
こ
の
「
列
子
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

然
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
覚
も
亦
た
夢
な
り
。

自
注　
〔『
荘
子
』
大
宗
師
〕
顔
回 

仲
尼
に
問
う
、「
孟
孫
才
は
其

の
母
死
す
る
も
、
喪
に
居
り
て
哀
し
ま
ず
。
善
く
喪
す
る

を
以
て
魯
国
を
蓋
う
。
回 

之
を
怪
し
む
」
と
。
仲
尼
曰

く
、「
吾
は
特す
な
わち

汝
と
其
の
夢
の
未
だ
始
め
よ
り
覚
め
ざ

る
者
か
。
且
つ
汝
は
夢
に
鳥
と
為
り
て
天
に
厲い
た

り
、
夢
に

魚
と
為
り
て
淵
に
没
す
。
今
の
言
う
者
は
、
其
れ
覚
め
た

る
者
か
、
其
れ
夢
み
る
者
か
を
知
ら
ず
」
と
（
注
21
）
。�

『
列
子
』〔
周
穆
王
〕、
古こ

莽も
う

の
国
、
其
の
民
多
く
眠
り
五
旬

に
し
て
一
た
び
覚
む
。
以お
も

え
ら
く
夢
中
の
為
す
所
の
者
は

実
に
し
て
、
覚
め
て
見
る
所
の
者
は
妄
な
り
と
。
中
央
の

国
、
其
の
民
一
た
び
寐ね
む

り
一
た
び
覚
む
。
以
え
ら
く
覚
め
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て
為
す
所
の
者
は
実
に
し
て
、
夢
に
見
る
所
の
者
は
妄
な

り
と
。
阜ふ

落ら
く

の
国
、
其
の
民
常
に
覚
め
て
眠
ら
ず
（
注
22
）
。�

〔『
列
子
』
周
穆
王
〕
周
の
尹
氏
産
あ
り
。
其
の
下
に
役
夫

あ
り
。
夜
は
夢
に
国
君
と
為
り
其
の
楽
し
み
比た
ぐ
いな
し
。
而

る
に
尹
氏
は
則
ち
夜
は
夢
に
人
僕
と
為
り
て
趨
走
し
、

杖じ
ょ
う

撻た
つ

至
ら
ざ
る
な
し
。
尹
氏
の
友
人
曰
く
、「
苦
逸
の
復

す
る
は
数
の
常
な
り
。
若
な
ん
じ 

覚
む
る
と
き
も
夢
み
る
と
き
も

之
を
兼
ね
ん
と
欲
す
れ
ば
、
豈
に
得
べ
け
ん
や
」
と（
注
23
）
。

『
列
子
』〔
周
穆
王
〕、
覚
夢
を
弁
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
、
惟た

だ
黄
帝
・
孔
子
の
み
。
今
や
黄
帝
・
孔
子
な
し
。
孰た
れ

か
之

を
弁
ぜ
ん
や
（
注
24
）
。

【
現
代
語
訳
】

そ
う
で
な
け
れ
ば
（
大
覚
で
も
っ
て
大
夢
を
占
う
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
）、
目
が
覚
め
て
い
て
も
そ
れ
は
ま
だ
夢
の
よ
う
に
朦

朧
と
し
た
状
態
の
ま
ま
な
の
だ
。

【
語
注
】

○
不
然
、
則
覚
亦
夢
也
…
…
こ
こ
で
は
道
家
文
献
の
よ
う
な
現
実

と
夢
と
の
境
界
の
不
確
か
さ
に
つ
い
て
述
べ
る
の
で
は
な
い
。
目

を
覚
ま
し
て
い
る
状
態
（
覚
）
で
も
、
そ
れ
は
「
大
覚
」
の
域
に

及
ば
な
い
、
夢
の
よ
う
に
朦
朧
と
し
た
状
態
（
夢
）
に
あ
る
こ
と

を
言
う
（
注
25
）
。
輔
広
の
言
う
「
情
性
治
ま
ら
ず
」「
昏
惑
暓
乱
」

と
同
義
。
○
吾
特
与
汝
其
夢
未
始
覚
者
邪
、
且
汝
夢
為
鳥
而
厲
乎

天
、
夢
為
魚
而
没
於
淵
。
不
知
今
之
言
者
、
其
覚
者
乎
、
其
夢
者

乎
…
…
母
の
喪
中
に
あ
り
な
が
ら
哀
惜
の
情
を
見
せ
な
い
孟
孫
才

を
訝
し
く
思
う
顔
回
に
対
し
、
孔
子
は
生
死
や
夢
覚
と
い
っ
た
相

対
的
価
値
観
を
超
え
た
境
地
を
披
瀝
す
る
。「
今
話
し
て
い
る
お

前
も
、
一
体
覚
め
た
状
態
な
の
か
、
夢
み
て
い
る
状
態
な
の
か
わ

か
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
の
は
そ
の
一
環
。
○
苦
逸
之
復

数
之
常
也
、
若
欲
覚
夢
兼
之
、
豈
可
得
耶
…
…
苦
楽
と
は
、「
昼

は
主
人
、
夜
は
下
僕
」
の
よ
う
に
交
互
に
往
来
す
る
の
が
道
理
で

あ
り
、
昼
夜
と
も
に
逸
楽
を
享
受
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
。
○
欲
弁
覚
夢
、
惟
黄
帝
・
孔
丘
、
…
…
獲
物
の
所
有
権

を
争
う
者
た
ち
（
注
24
参
照
）
と
は
異
な
り
、
黄
帝
と
孔
子
だ
け

は
夢
覚
の
交
錯
す
る
世
界
に
翻
弄
さ
れ
ず
に
真
実
を
見
極
め
ら
れ

る
こ
と
を
言
う
。「
聖
人
之
弁
覚
夢
何
邪
。
直
知
其
不
異
耳
。」

（『
列
子
』
張
湛
注
）

【
原
文
】��

本
文　

�
大
覚
者
、
剖
宗
、
領
竅
、
襲
窾
、
重
垠
、

自
注　

�
淮
南
子＊

、
黄
帝
剖
判
太①

宗
、
竅
領
天
地
、
襲
九
窾
、
重
九

垠
、
枝
解②

葉
貫
、
万
物
百
族
、
使
各
有
経
紀
条
位
、
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【
校
異
】

①
芸
本
は
、「
太
」
を
「
大
」
に
作
る
。

②�

帰
本
は
「
鮮
」
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
芸
本
、『
淮
南
子
』
が

共
に
「
解
」
と
す
る
の
に
従
い
改
め
た
。

＊
芸
本
は
、「
淮
南
子
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

大
覚
者
と
は
、
宗
を
剖わ
か

ち
、
領
り
ょ
う

竅き
ょ
うし

、
窾か
ん

を
襲か
さ

ね
、
垠ぎ
ん

を
重
ぬ
る
な
り
。

自
注　
『
淮
南
子
』〔
俶
真
〕、
黄
帝
は
太
宗
を
剖ぼ
う

判は
ん

し
、
天
地
を

竅き
ょ
う

領り
ょ
うし
、
九
き
ゅ
う

窾か
ん

を
襲か
さ

ね
、
九
き
ゅ
う

垠ぎ
ん

を
重
ね
、万
物
百
族
を
枝

解
葉
貫
し
、
各
お
の
を
し
て
経
紀
条
位
あ
ら
し
む
（
注
26
）
。

【
現
代
語
訳
】

大
覚
者
は
大
本
を
分
か
ち
、
天
地
を
ま
る
ご
と
治
め
、
九
天
を

積
み
重
ね
、
九
地
を
重
ね
る
。

【
語
注
】

○
領
竅
…
…
全
体
を
治
め
る
こ
と
。「
竅
、
通
也
。
領
、
理
也
。」

（
高
誘
注
）
○
襲
窾
、
重
垠
…
…
万
物
が
存
在
す
る
基
盤
と
な
る

天
地
の
形
状
を
作
り
上
げ
る
こ
と
。「
襲
」
は
重
ね
る
。「
襲
、
因

也
。
窾
、
法
也
。
垠
、
形
也
。
言
因
九
天
九
地
之
形
法
以
通
理

也
。」（
高
誘
注
）
（
注
27
）
。
○
枝
解
葉
貫
、
万
物
百
族
、
使
各
有
経

紀
条
位
…
…
『
淮
南
子
』
は
、
太
古
の
時
代
よ
り
下
っ
た
神
農
と

黄
帝
の
治
世
を
、
こ
れ
ま
で
芒
昧
な
状
態
だ
っ
た
天
地
万
物
の
別

を
明
ら
か
に
し
て
秩
序
立
て
た
時
代
と
し
て
い
る
。

【
原
文
】��

本
文　

奚
啻
弔
詭
・
審
測
云
哉
、

自
注　

荘
子＊

、
長
梧
子
謂
瞿
鵲
子
曰
、
丘①

也
、
与
汝
皆
夢
也
、
予

謂
女②

夢③

亦
夢
也
、
是
其
言
也
、
其
名
為
弔
詭
、�

晋
書＊

、
索
紞
善
占
夢
、
太
守
陰
澹
従
求
占
書
、
紞
曰
、
昔

入
大④

学
、
因
一
老
父
為
主
人
。
其
人
無
所
不
知
、
又
匿
姓

名
、
有
似
隠⑤

者
、
紞
従
父
老
問
占
夢
之
術
、
審
測
而
説
、

実
無
書
也
、

【
校
異
】

①�

帰
本
は
「
某
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
、
芸
本
と
『
荘
子
』
に
従

い
「
丘
」
に
改
め
た
。

②
芸
本
は
、「
女
」
を
「
汝
」
に
作
る
。

③�

帰
本
、
芸
本
と
も
に
「
覚
」
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
『
荘
子
』

に
従
い
「
夢
」
に
改
め
た
。

④
芸
本
は
、「
大
」
を
「
太
」
に
作
る
。
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⑤�

帰
本
は
「
隠
」「
者
」
の
間
が
空
格
。
こ
こ
で
は
芸
本
に
従
い
、

空
格
を
削
除
し
た
。

＊
芸
本
は
、「
荘
子
」「
晋
書
」の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

奚な
ん

ぞ
啻た

だ
弔て
き

詭き

・
審し
ん

測そ
く

と
云
う
の
み
な
ら
ん
や
。

自
注　
『
荘
子
』〔
斉
物
論
〕、
長
ち
ょ
う

梧ご

子し 

瞿く

鵲じ
ゃ
く

子し

に
謂
い
て
曰
く
、

「
丘き
ゅ
うや

、
汝
と
与
に
皆
な
夢
み
る
な
り
。
予わ
れ

の
女な
ん
じを

夢
み

る
と
謂
う
も
亦
た
夢
な
り
。
是
れ
其
の
言
や
、
其
れ
名
づ

け
て
弔
詭
と
為
す
」
と
（
注
28
）
。�

『
晋
書
』〔
索
紞
伝
〕、
索さ
く

紞た
ん 
占
夢
を
善
く
す
。
太
守
陰い
ん

澹た
ん 

従し
た
がい
て
占
書
を
求
む
。
紞
曰
く
、「
昔
大
学
に
入
り
、

一
老
父
に
因
り
て
主
人
と
為
せ
り
。
其
の
人
知
ら
ざ
る
所

な
く
、
又
た
姓
名
を
匿か
く

し
、
隠
者
に
似
る
こ
と
あ
り
。
紞�

父
老
に
従
い
て
占
夢
の
術
を
問
う
も
、
審つ
ま
びら

か
に
測
り
て

説
き
、
実ま
こ
とに

書
な
き
な
り
」
と
（
注
29
）
。

【
現
代
語
訳
】

ど
う
し
て
「
き
わ
め
て
奇
妙
な
話
」「
つ
ま
び
ら
か
に
推
し
は

か
っ
た
説
明
」
と
い
う
言
い
方
し
か
で
き
な
い
も
の
か
。

【
語
注
】

○
奚
啻
弔
詭
、
審
測
云
哉
…
…
「
弔
詭
」
は
極
め
て
風
変
わ
り
な

こ
と
。「
弔
」
は
至
極
。「
弔
、
如
字
。
音
的
、
至
也
。」（『
経
典

釈
文
』）、「
詭
」
は
怪
異
の
こ
と
。
陳
士
元
に
と
っ
て
、
不
可
解

で
曖
昧
な
印
象
が
拭
え
な
い
「
弔
詭
」「
審
測
」
は
、
占
夢
を
語

る
上
で
不
適
当
な
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
夢
占
逸
旨
』

に
お
い
て
、
占
夢
は
充
実
し
た
知
識
や
技
術
、
そ
し
て
よ
り
直
覚

的
な
明
晰
さ
を
備
え
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。「
大
覚
」
は
、
占
夢
に
お
け
る
そ
う
し
た
理
想
を
凝
縮
し
た

言
葉
で
あ
ろ
う
。
○
長
梧
子
・
瞿
鵲
子
…
…
共
に
架
空
の
人
物

で
、
長
梧
子
は
道
の
体
得
者
、
瞿
鵲
子
は
孔
子
の
門
弟
と
さ
れ

る
。『
荘
子
』
で
は
、
長
梧
子
が
瞿
鵲
子
の
質
問
を
受
け
て
聖
人

や
生
死
観
を
め
ぐ
る
「
妄
言
」
を
展
開
す
る
。
○
予
謂
女
夢
亦
夢

也
…
…
『
荘
子
』
で
は
万
物
斉
同
の
観
点
か
ら
夢
覚
の
対
立
を
超

え
よ
う
と
す
る
。「
こ
れ
は
夢
だ
か
ら
〔
現
実
と
違
っ
て
荒
唐
無

稽
だ
〕」
と
言
っ
て
も
、
現
実
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
の
時
こ
そ
夢

か
も
し
れ
な
い
。
夢
か
現
実
か
に
よ
っ
て
是
非
を
問
う
こ
と
の
愚

か
さ
を
語
る
一
節
。
○
索
紞
…
…
字
は
叔
徹
。
敦
煌
の
人
。
儒
学

の
ほ
か
陰
陽
天
文
に
も
明
る
く
、
占
術
に
長
け
て
い
た
と
言
わ
れ

る（
注
30
）
。『
晋
書
』
の
伝
記
に
は
索
紞
が
優
れ
た
占
夢
者
で
あ
る

こ
と
を
示
す
複
数
の
逸
話
が
見
え
る
。
○
実
無
書
也
…
…
陰
澹
と

索
紞
の
会
話
か
ら
、
占
夢
に
は
占
夢
書
の
使
用
が
当
然
と
さ
れ
て
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い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
注
31
）
。
一
方
で
、
索
紞
の
よ
う
に
書
物
に
よ

ら
な
い
占
夢
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
索
紞
の
占
夢

法
は
、
陰
陽
五
行
説
・
易
論
・
象
徴
解
釈
や
析
字
法
を
駆
使
す
る

も
の
で
あ
り
、
広
範
な
知
識
な
し
に
は
成
立
し
な
い
「
総
合
的
占

夢
」
と
も
言
え
る
体
系
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

訳
者
注

（
1
） 「
春
、
原
屏
放
諸
（
趙
嬰
）
斉
。
嬰
曰
、
我
在
故
欒
氏
不
作
。
我
亡
、

吾
二
昆
其
憂
哉
。
且
人
各
有
能
有
不
能
。
舍
我
何
害
、
弗
聴
。
嬰
夢
天

使
謂
己
祭
余
、
余
福
女
。
使
問
諸
士
貞
伯
。
貞
伯
曰
、
不
識
也
。
既
而

告
其
人
。
曰
、
神
福
仁
而
禍
淫
。
淫
而
無
罰
、
福
也
。
祭
其
得
亡
乎
。

祭
之
之
明
日
而
亡
。」（『
左
伝
』
成
公
五
年
）

（
2
） 

身
分
や
品
性
に
よ
っ
て
夢
も
異
な
る
と
い
う
観
念
は
、『
潜
夫
論
』
夢

列
篇
の
「
人
夢
」
に
近
い
。「
貴
人
夢
之
即
為
祥
、
賤
人
夢
之
即
為
妖
、

君
子
夢
之
即
為
栄
、
小
人
夢
之
即
為
辱
。
此
謂
人
位
之
夢
也
。」（『
潜
夫

論
』
夢
列
）
特
に
「
帝
王
」「
聖
賢
」
の
夢
（
黄
帝
・
堯
・
舜
・
孔
子
な

ど
）
に
つ
い
て
の
記
録
は
伝
世
文
献
に
も
豊
富
に
見
え
る
が
、
紙
幅
の

都
合
上
、
資
料
の
紹
介
は
割
愛
す
る
。

（
3
） 「〔
屠
岸
〕
賈
不
請
而
擅
与
諸
将
攻
趙
氏
於
下
宮
、
殺
趙
朔
・
趙
同
・

趙
括
・
趙
嬰
斉
、皆
滅
其
族
。」（『
史
記
』
趙
世
家
）、「〔
景
公
〕
十
七
年
、

誅
趙
同
・
趙
括
、
族
滅
之
。」（『
史
記
』
晋
世
家
）、「
晋
趙
荘
姫
為
趙
嬰

之
亡
故
、譖
之
于
晋
侯
曰
、原
屏
将
為
乱
、欒
郤
為
徴
。
六
月
晋
討
趙
同
・

趙
括
、
武
従
姫
氏
畜
于
公
宮
。」（『
左
伝
』
成
公
八
年
）

（
4
） 「
京
兆
人
董
豊
游
学
三
年
而
返
、
過
宿
妻
家
。
是
夜
妻
為
賊
所
殺
、
妻

兄
疑
豊
殺
之
、
送
豊
有
司
。
豊
不
堪
楚
掠
、
誣
引
殺
妻
。
融
（
符
融
）

察
而
疑
之
、
問
曰
、
汝
行
往
還
、
頗
有
怪
異
及
卜
筮
以
不
。
豊
曰
、
初

将
発
、
夜
夢
乗
馬
南
渡
水
、
返
而
北
渡
、
復
自
北
而
南
、
馬
停
水
中
、

鞭
策
不
去
。
俯
而
視
之
、見
両
日
在
於
水
下
、馬
左
白
而
湿
、右
黒
而
燥
。

寤
而
心
悸
、竊
以
為
不
祥
。
還
之
夜
、復
夢
如
初
。
問
之
筮
者
、筮
者
云
、

憂
獄
訟
、
遠
三
枕
、
避
三
沐
。
既
至
、
妻
為
具
沐
、
夜
授
豊
枕
。
豊
記

筮
者
之
言
、
皆
不
従
之
。
妻
乃
自
沐
、
枕
枕
而
寝
。
融
曰
、
吾
知
之
矣
。

周
易
坎
為
水
、
馬
為
離
、
夢
乗
馬
南
渡
、
旋
北
而
南
者
、
従
坎
之
離
。

三
爻
同
変
、
変
而
成
離
。
離
為
中
女
、
坎
為
中
男
。
両
日
、
二
夫
之
象
。

坎
為
執
法
吏
。
吏
詰
其
夫
、
婦
人
被
流
血
而
死
。
坎
二
陰
一
陽
、
離
二

陽
一
陰
、
相
承
易
位
。
離
下
坎
上
、
既
済
、
文
王
遇
之
囚
牖
里
、
有
礼

而
生
、
無
礼
而
死
。
馬
左
而
湿
、
湿
、
水
也
、
左
水
右
馬
、
馮
字
也
。

両
日
、
昌
字
也
。
其
馮
昌
殺
之
乎
。
於
是
推
検
、
獲
昌
而
詰
之
、
昌
具

首
服
曰
、本
与
其
妻
謀
殺
董
豊
、期
以
新
沐
枕
枕
為
験
、是
以
誤
中
婦
人
。」

（『
晋
書
』
符
融
伝
）
夢
か
ら
犯
人
を
特
定
し
た
符
融
（
？
～
三
八
六
）
は
、

前
秦
の
第
三
代
皇
帝
符
堅
の
季
弟
。
符
堅
か
ら
の
信
用
も
厚
く
裁
判
に

優
れ
て
い
た
。

（
5
） 「
詳
占
夢
之
意
、
先
王
致
察
於
天
人
之
際
、
可
謂
密
矣
。
惜
乎
、
古
法

不
伝
也
。
後
世
之
人
、情
性
不
治
。
昼
之
所
為
猶
且
昏
惑
暓
乱
不
自
知
覚
、
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則
其
見
於
夢
寐
者
、
率
多
紛
紜
乖
戻
、
未
必
与
天
地
之
気
相
流
通
。
縦

有
徴
兆
之
可
験
者
、
亦
須
遅
廻
隠
約
、
必
待
既
験
、
而
後
可
知
。
古
法

若
存
、
未
必
能
尽
占
也
。」
四
庫
全
書
所
収
『
詩
童
子
問
』
を
使
用
。

（
6
） 「
或
曰
、
夢
之
有
占
何
也
。
曰
、
人
之
精
神
与
天
地
陰
陽
流
通
。
故
昼

之
所
為
、夜
之
所
夢
、其
善
悪
吉
凶
、各
以
類
至
。
是
以
先
王
建
官
設
属
、

使
之
観
天
地
之
会
、
弁
陰
陽
之
気
、
以
日
月
星
辰
占
六
夢
之
吉
凶
。
献

吉
夢
、
贈
悪
夢
。
其
於
天
人
相
与
之
際
、
察
之
詳
而
敬
之
至
矣
。」（
朱

熹
『
詩
集
伝
』
小
雅
・
斯
干
）、「
天
人
同
流
相
応
而
不
遠
、
先
王
立
官
、

以
観
妖
祥
、
弁
吉
凶
、
所
以
和
同
天
人
之
際
、
使
之
無
間
也
。」（
王
晦

叔
『
周
礼
集
説
』
巻
五
眡
祲
）

（
7
） 「
夜
夢
最
可
験
学
。
其
夢
也
邪
、
昼
有
邪
想
也
、
其
夢
也
漫
、
昼
有
漫

想
也
。」（『
六
書
精
蘊
』
巻
五
）
続
修
四
庫
全
書
所
収
『
六
書
精
蘊
』
を

使
用
。

（
8
） 「
初
、
声
伯
夢
渉
洹
、
或
与
己
瓊
瑰
食
之
。
泣
而
為
瓊
瑰
、
盈
其
懐
、

従
而
歌
之
曰
、
済
洹
之
水
、
贈
我
以
瓊
瑰
、
帰
乎
帰
乎
、
瓊
瑰
盈
吾
懐
乎
。

懼
不
敢
占
也
。
還
自
鄭
、
壬
申
、
至
于
狸
脤
而
占
之
曰
、
余
恐
死
、
故

不
敢
占
也
。
今
衆
繁
而
従
余
三
年
矣
。
無
傷
也
。
言
之
之
莫
而
卒
。」（『
左

伝
』
成
公
十
七
年
伝
）「
伝
戒
数
占
夢
。」（
杜
預
注
）

（
9
） 「
正
義
曰
、
声
伯
之
意
、
以
初
得
此
夢
謂
凶
在
己
懼
不
敢
占
。
今
衆
既

繁
多
而
従
余
三
年
。余
之
此
夢
凶
災
散
在
衆
人
、不
在
己
也
。故
云
無
傷
。」

（『
左
伝
』
成
公
十
七
年
、
孔
穎
達
疏
）
ま
た
、
声
伯
の
言
う
「
余
恐
死
、

故
不
敢
占
也
」
は
、
夢
を
黙
秘
す
る
こ
と
で
凶
兆
の
発
動
を
抑
制
し
よ

う
と
す
る
態
度
が
あ
っ
た
可
能
性
も
示
し
て
い
る
。
凶
夢
の
黙
秘
を
勧

め
る
記
述
は
敦
煌
解
夢
書
群
に
も
見
え
る
。「
凡
人
夜
得
噩
夢
、
早
起
且

莫
向
人
説
。」（
Ｓ
．三
九
〇
八
「
新
集
周
公
解
夢
書
」）

（
10
） 

風
驚
の
場
合
、
心
臓
の
気
血
不
足
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
に
乗
じ

て
風ふ

う

邪じ
ゃ

が
体
内
に
侵
入
す
る
こ
と
で
発
作
的
な
症
状
が
現
れ
る
。「
夫
風

驚
者
、
由
体
虚
、
心
気
不
足
、
為
風
邪
所
乗
也
。
心
臓
神
而
主
血
脈
、

心
気
不
足
則
血
虚
。
虚
則
血
気
乱
、
血
乱
則
気
幷
於
血
、
気
血
相
幷
、

又
被
風
邪
所
乗
、
故
多
驚
、
心
神
不
安
、
名
曰
風
驚
也
。」（『
太
平
聖
恵

方
』
巻
二
十
）『
太
平
聖
恵
方
』
は
宋
の
王
懐
隠
ら
が
編
纂
し
た
医
書
で
、

臨
床
の
立
場
か
ら
症
例
や
処
方
に
つ
い
て
記
す
。全
百
巻
。本
稿
で
は『
太

平
聖
恵
方
』
上
下
（
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
を
使
用
。

（
11
） 

湯
浅
邦
弘
「
中
国
古
代
の
夢
と
占
夢
」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要�

人
文
・
社
会
科
学
』
二
二
︱
二
、
一
九
八
八
年
）

（
12
） 『
夢
占
逸
旨
』
の
言
う
「
精
誠
」
に
つ
い
て
は
、
程
伊
川
が
示
す
よ
う

な
宋
学
の
体
系
に
お
け
る「
誠
」と
の
関
連
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

宋
代
に
お
け
る
「
誠
」
は
、
五
徳
の
基
盤
と
し
て
の
根
本
的
徳
目
と
い

う
特
徴
が
明
確
で
あ
っ
た
（
藤
井
倫
明
「
宋
学
に
お
け
る
「
聖
」
と
「
誠
」

︱
自
然
性
へ
の
志
向
︱
」
注
十
七
、『
中
国
哲
学
論
集
』
二
三
、
一
九
九

七
年
）。
中
で
も
『
中
庸
』
の
「
誠
」
は
、
天
地
鬼
神
と
人
と
を
貫
通
す

る
根
本
原
理
（
道
）
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
夢
占
逸
旨
』

の
世
界
観
に
も
通
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
） 

死
者
（
祖
先
）
の
霊
魂
（「
季
路
問
事
鬼
神
。」『
論
語
』
先
進
）、
陰
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陽
二
気
に
よ
る
造
化
の
理
（「
鬼
神
者
造
化
之
迹
也
。」『
周
易
程
氏
伝
』

第
一
、「
鬼
神
者
、
二
気
之
良
能
也
。」
張
載
『
正
蒙
』
太
和
）
な
ど
。

（
14
） 「
問
、
謙
彖
云
云
。
鬼
神
是
造
化
之
跡
、
既
言
天
地
之
道
、
又
言
鬼
神
、

何
邪
。
曰
、
天
道
是
就
寒
暑
往
来
上
説
、
地
道
是
就
地
形
高
下
上
説
、

鬼
神
是
就
禍
福
上
説
、各
自
主
一
事
而
言
耳
。」（『
朱
子
語
類
』
巻
七
十
、

易
六 

謙
）

（
15
） 「
暦
譜
者
、
序
四
時
之
位
、
正
分
至
之
節
、
会
日
月
五
星
之
辰
、
以
考

寒
暑
殺
生
之
実
。
故
聖
王
必
正
暦
数
、
以
定
三
統
服
色
之
制
、
又
以
探

知
五
星
日
月
之
会
。
凶
阨
之
患
、
吉
隆
之
喜
、
其
術
皆
出
焉
。
此
聖
人

知
命
之
術
也
、
非
天
下
之
至
材
、
其
孰
与
焉
。
道
之
乱
也
、
患
出
於
小

人
而
強
欲
知
天
道
者
、
壊
大
以
為
小
、
削
遠
以
為
近
、
是
以
道
術
破
碎

而
難
知
也
。」（『
漢
書
』
芸
文
志
）

（
16
） 「
元
鳳
三
年
、
太
史
令
張
寿
王
上
書
言
、
暦
者
天
地
之
大
紀
、
上
帝
所

為
。
伝
黄
帝
調
律
暦
、
漢
元
年
以
来
用
之
。
今
陰
陽
不
調
、
宜
更
暦
之

過
也
。
…
…
案
漢
元
年
不
用
黄
帝
調
暦
、
寿
王
非
漢
暦
、
逆
天
道
、
非

所
宜
言
、
大
不
敬
。」（『
漢
書
』
律
暦
志
）
漢
の
武
帝
時
（
太
初
元
年
）

の
改
暦
を
め
ぐ
り
、
張
寿
王
が
新
暦
（
太
初
暦
）
反
対
の
立
場
か
ら
妄

説
を
振
る
っ
た
こ
と
。

（
17
） 「
天
道
全
体
、
至
遠
至
大
、
得
其
一
端
者
為
方
術
、
得
其
全
体
者
為
道

術
。
壊
大
為
小
、
制
遠
為
近
、
皆
方
術
之
所
為
。
今
之
星
命
家
、
皆
所

謂
小
人
而
強
欲
知
天
道
者
。」（
姚
明
煇
撰
『
漢
書
芸
文
志
注
解
』）

（
18
） 「
安
禄
山
之
叛
也
、
玄
宗
忽
遽
播
遷
於
蜀
、
百
官
与
諸
司
多
不
知
之
。

有
陥
在
賊
中
者
、
為
禄
山
所
脅
従
、
而
黄
幡
綽
同
在
其
数
、
幡
綽
亦
得

出
入
左
右
。
及
収
復
、
賊
党
就
擒
。
幡
綽
被
拘
至
行
在
、
上
素
憐
其
敏

捷
釈
之
。
有
於
上
前
曰
、
黄
幡
綽
在
賊
中
、
与
大
逆
円
夢
、
皆
準
其
情
、

而
忘
陛
下
積
年
之
恩
寵
。
禄
山
夢
見
衣
袖
長
忽
至
階
下
、
幡
綽
曰
、
当

垂
衣
而
治
之
。
禄
山
夢
見
殿
中
槅
子
倒
、
幡
綽
曰
、
革
故
従
新
、
推
之

多
此
類
也
。
幡
綽
曰
、
臣
実
不
知
陛
下
大
駕
蒙
塵
赴
蜀
、
既
陥
賊
中
、

寧
不
苟
悦
其
心
、以
脱
一
時
之
命
。今
日
得
再
見
天
顔
、以
与
大
逆
円
夢
、

必
知
其
不
可
也
。
上
曰
、
何
以
知
之
。
対
曰
、
逆
賊
夢
衣
袖
長
者
、
是

出
手
不
得
也
。
又
夢
槅
子
倒
者
、
是
胡
不
得
也
。
以
此
臣
故
先
知
之
。

上
大
笑
而
止
。」〔
五
代
〕
王
仁
裕
等
撰
・
丁
如
明
輯
校
『
開
元
天
宝
遺

事
十
種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
八
五
年
）
所
収
の
『
次
柳
氏
旧
聞
』

を
使
用
。

（
19
） 「
方
其
夢
也
、
不
知
其
夢
也
。
夢
之
中
又
占
其
夢
焉
、
覚
而
後
知
其
夢

也
。
且
有
大
覚
而
後
知
此
其
大
夢
也
。
而
愚
者
自
以
為
覚
、竊
竊
然
知
之
。

君
乎
、
牧
乎
、
固
哉
。」（『
荘
子
』
斉
物
論
）

（
20
） 「
大
覚
」
の
語
は
『
首
楞
厳
経
』
に
も
「
空
生
大
覚

0

0

中
」
と
見
え
て
お

り
、
こ
れ
は
宋
代
士
大
夫
の
間
で
も
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。「
渠
雖
説
空
、又
要
和
空
皆
無
、如
曰
空
生
大
覚

0

0

中
之
類
。」（『
朱

子
語
類
』
巻
一
二
六
）「
空
生
大
覚
中
」
と
は
、
空く

う

が
衆
生
の
持
つ
仏
性

の
中
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
、
林
希
逸
も
禅
宗
の
用
語
を
援

用
し
て
「
大
覚
」
を
解
釈
し
て
お
り
、
当
時
に
お
い
て
「
大
覚
」
の
語

が
複
合
的
な
解
釈
を
通
じ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
夢
覚
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之
間
、
変
幻
如
此
。
方
其
夢
也
、
不
知
為
夢
、
又
於
夢
中
自
占
其
夢
、

既
覚
而
後
乃
知
所
夢
所
占
皆
夢
也
。
此
等
処
皆
曲
尽
人
情
之
妙
。
…
…

大
覚

0

0

、
見
道
者
也
、
禅
家
所
謂
大
悟
也
。」（
林
希
逸
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』）

（
21
） 「
顔
回
問
仲
尼
曰
、
孟
孫
才
、
其
母
死
、
哭
泣
无
涕
、
中
心
不
戚
、
居

喪
不
哀
。
无
是
三
者
、以
善
処
喪
蓋
魯
国
。
固
有
无
其
実
而
得
其
名
者
乎
。

回
壱
怪
之
。
仲
尼
曰
、夫
孟
孫
氏
尽
之
矣
、進
於
知
矣
。
唯
簡
之
而
不
得
、

夫
已
有
所
簡
矣
。
孟
孫
氏
不
知
所
以
生
、
不
知
所
以
死
。
不
知
就
先
、

不
知
就
後
。
若
化
為
物
、
以
待
其
所
不
知
之
化
已
乎
。
且
方
将
化
、
悪

知
不
化
哉
。
方
将
不
化
、悪
知
已
化
哉
。
吾
特
与
汝
、其
夢
未
始
覚
者
邪
。

且
彼
有
駭
形
而
无
損
心
、有
旦
宅
而
无
情
死
。
孟
孫
氏
特
覚
、人
哭
亦
哭
、

是
自
其
所
以
乃
。
且
也
相
与
吾
之
耳
矣
、
庸
詎
知
吾
所
謂
吾
之
乎
。
且

汝
夢
為
鳥
而
厲
乎
天
、夢
為
魚
而
没
於
淵
。
不
識
今
之
言
者
、其
覚
者
乎
、

其
夢
者
乎
。
造
適
不
及
笑
、
献
笑
不
及
排
、
安
排
而
去
化
、
乃
入
於
寥

天
一
。」（『
荘
子
』
大
宗
師
）

（
22
） 「
西
極
之
南
隅
有
国
焉
、
不
知
境
界
之
所
接
、
名
古
莽
之
国
。
陰
陽
之

気
所
不
交
、
故
寒
暑
亡
弁
。
日
月
之
光
所
不
照
、
故
昼
夜
亡
弁
。
其
民

不
食
不
衣
而
多
眠
、
五
旬
一
覚
、
以
夢
中
所
為
者
実
、
覚
之
所
見
者
妄
。

四
海
之
斉
、
謂
中
央
之
国
、
跨
河
南
北
、
越
岱
東
西
、
万
有
余
里
。
其

陰
陽
之
審
度
、
故
一
寒
一
暑
。
昏
明
之
分
察
、
故
一
昼
一
夜
。
其
民
有

智
有
愚
、
万
物
滋
殖
、
才
芸
多
方
。
有
君
臣
相
臨
、
礼
法
相
持
。
其
所

云
為
不
可
称
計
。
一
覚
一
寐
、
以
為
覚
之
所
為
者
実
、
夢
之
所
見
者
妄
。

東
極
之
北
隅
有
国
曰
阜
落
之
国
、
其
土
気
常
燠
。
日
月
余
光
之
照
。
其

土
不
生
嘉
苗
、
其
民
食
草
根
木
実
、
不
知
火
食
、
性
剛
悍
、
彊
弱
相
藉
、

貴
勝
而
不
尚
義
、
多
馳
歩
、
少
休
息
、
常
覚
而
不
眠
。」（『
列
子
』
周
穆

王
）

（
23
） 「
周
之
尹
氏
大
治
産
、
其
下
趣
役
者
、
侵
晨
昏
而
弗
息
。
有
老
役
夫
筋

力
竭
矣
、
而
使
之
彌
勤
。
昼
則
呻
呼
而
即
事
、
夜
則
昏
憊
而
熟
寐
。
精

神
荒
散
、
昔
昔
夢
為
国
君
。
居
人
民
之
上
、
総
一
国
之
事
。
遊
燕
宮
観
、

恣
意
所
欲
、
其
楽
無
比
。
覚
則
復
役
。
人
有
慰
喩
其
懃
者
、
役
夫
曰
、

人
生
百
年
、
昼
夜
各
分
。
吾
昼
為
僕
虜
、
苦
則
苦
矣
。
夜
為
人
君
、
其

楽
無
比
。
何
所
怨
哉
。
尹
氏
心
営
世
事
、
慮
鍾
家
業
、
心
形
倶
疲
、
夜

亦
昏
憊
而
寐
。
昔
昔
夢
為
人
僕
、
趨
走
作
役
、
無
不
為
也
。
数
罵
杖
撻
、

無
不
至
也
。
眠
中
啽
囈
呻
呼
、
徹
旦
息
焉
。
尹
氏
病
之
、
以
訪
其
友
。

友
曰
、
若
位
足
栄
身
、
資
財
有
余
、
勝
人
遠
矣
。
夜
夢
為
僕
、
苦
逸
之
復
、

数
之
常
也
。
若
欲
覚
夢
兼
之
、
豈
可
得
邪
。
尹
氏
聞
其
友
言
、
寬
其
役

夫
之
程
、
減
己
思
慮
之
事
、
疾
並
少
間
。」（『
列
子
』
周
穆
王
）

（
24
） 「
鄭
人
有
薪
於
野
者
、
遇
駭
鹿
、
御
而
撃
之
、
斃
之
。
恐
人
見
之
也
、

遽
而
蔵
諸
隍
中
、
覆
之
以
蕉
。
不
勝
其
喜
。
俄
而
遺
其
所
蔵
之
処
、
遂

以
為
夢
焉
。
順
塗
而
詠
其
事
、
傍
人
有
聞
者
、
用
其
言
而
取
之
。
既
帰
、

告
其
室
人
曰
、向
薪
者
夢
得
鹿
而
不
知
其
処
。
吾
今
得
之
、彼
直
真
夢
矣
。

室
人
曰
、
若
将
是
夢
見
薪
者
之
得
鹿
耶
。
詎
有
薪
者
邪
。
今
真
得
鹿
、

是
若
之
夢
真
邪
。
夫
曰
、吾
拠
得
鹿
、何
用
知
彼
夢
我
夢
邪
。
薪
者
之
帰
、

不
厭
失
鹿
、
其
夜
真
夢
蔵
之
之
処
、
又
夢
得
之
之
主
。
爽
旦
、
案
所
夢

而
尋
得
之
。
遂
訟
而
争
之
、
帰
之
士
師
。
士
師
曰
、
若
初
真
得
鹿
、
妄
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謂
之
夢
。
真
夢
得
鹿
、
妄
謂
之
実
。
彼
真
取
若
鹿
、
而
与
若
争
鹿
。
室

人
又
謂
夢
仞
人
鹿
、無
人
得
鹿
。
今
拠
有
此
鹿
、請
二
分
之
。
以
聞
鄭
君
。

鄭
君
曰
、
嘻
。
士
師
将
復
夢
分
人
鹿
乎
。
訪
之
国
相
。
国
相
曰
、
夢
与

不
夢
、
臣
所
不
能
弁
也
。
欲
弁
覚
夢
、
唯
黄
帝
孔
丘
。
今
亡
黄
帝
孔
丘
、

孰
弁
之
哉
。
且
恂
士
師
之
言
可
也
。」（『
列
子
』
周
穆
王
）

（
25
） 「
大
覚
」
か
ら
外
れ
る
者
＝
「
五
不
験
」
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
。『
夢

占
逸
旨
』
に
お
い
て
「
覚
」「
夢
」
よ
り
も
高
い
次
元
に
設
定
さ
れ
た
「
大

覚
」「
大
夢
」
は
、
天
地
と
の
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
行
わ
れ
る
べ
き
占
夢

を
語
る
上
で
不
可
欠
な
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
） 「
及
世
之
衰
也
、
至
伏
羲
氏
、
其
道
昧
昧
芒
芒
然
、
吟
徳
懐
和
、
被
施

頗
烈
、
而
知
乃
始
昧
昧
晽
晽
、
皆
欲
離
其
童
蒙
之
心
、
而
覚
視
於
天
地

之
間
、
是
故
其
徳
煩
而
不
能
一
。
乃
至
神
農
黄
帝
、
剖
判
太
宗
、
竅
領

天
地
、
襲
九
窾
、
重
九
垠
、
提
挈
陰
陽
、
嫥
捖
剛
柔
、
枝
解
葉
貫
、
万

物
百
族
、
使
各
有
経
紀
条
貫
、
於
此
万
民
睢
睢
盱
盱
然
、
莫
不
竦
身
而

載
聴
視
。」（『
淮
南
子
』
俶
真
）

（
27
） Richard�Strassberg

氏
は
、「
窾
」
を
“principles�of�nature

”、「
重
」

を
“devote�attention

”、「
九
垠
」
を
“nine�form

s�of�things

”と
す
る

（
“Wandering�Spirits�:�C

hen Shiyuanʼs E
ncyclopedia of 

D
ream

s

”/University�O
f�California�Press,�Ldt.London,�England�

2008

）。
本
訳
注
もStrassberg

氏
と
同
様
、「
窾
」
と
「
垠
」
を
そ
れ

ぞ
れ
理
法
的
、
物
質
的
な
意
味
で
解
釈
す
る
が
、「
重
」
に
対
す
る
氏
の

解
釈
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
残
る
。

（
28
） 「
瞿
鵲
子
問
乎
長
梧
子
曰
、
吾
聞
諸
夫
子
、
聖
人
不
従
事
於
務
、
不
就

利
、
不
違
害
、
不
喜
求
、
不
縁
道
。
無
謂
有
謂
、
有
謂
無
謂
、
而
遊
乎

塵
垢
之
外
。
夫
子
以
為
孟
浪
之
言
、
而
我
以
為
妙
道
之
行
也
。
吾
子
以

為
奚
若
。
長
梧
子
曰
、
是
黄
帝
之
所
聴
熒
也
、
而
丘
也
何
足
以
知
之
。

且
女
亦
大
早
計
、見
卵
而
求
時
夜
、見
弾
而
求
鴞
炙
。
予
嘗
為
女
妄
言
之
、

女
以
妄
聴
之
。
奚
旁
日
月
、
挾
宇
宙
。
為
其
吻
合
、
置
其
滑
涽
、
以
隸

相
尊
。
衆
人
役
役
、
聖
人
愚
芚
、
参
万
歳
而
一
成
純
。
万
物
尽
然
、
而

以
是
相
蘊
。
…
…
夢
飲
酒
者
、
旦
而
哭
泣
。
夢
哭
泣
者
、
旦
而
田
獵
。

方
其
夢
也
、
不
知
其
夢
也
。
夢
之
中
又
占
其
夢
焉
、
覚
而
後
知
其
夢
也
。

且
有
大
覚
而
後
知
此
其
大
夢
也
。
而
愚
者
自
以
為
覚
、
竊
竊
然
知
之
。

君
乎
、
牧
乎
、
固
哉
。
丘
也
与
女
皆
夢
也
。
予
謂
女
夢
亦
夢
也
。
是
其

言
也
、
其
名
為
弔
詭
。」（『
荘
子
』
斉
物
論
）

（
29
） 「
太
守
陰
澹
従
求
占
書
、
紞
曰
、
昔
入
太
学
、
因
一
父
老
為
主
人
、
其

人
無
所
不
知
、
又
匿
姓
名
、
有
似
隠
者
。
紞
因
従
父
老
問
占
夢
之
術
、

審
測
而
説
、
実
無
書
也
。」（『
晋
書
』
索
紞
伝
）

（
30
） 「
索
紞
、
字
叔
徹
、
敦
煌
人
也
。
少
遊
京
師
、
受
業
太
学
、
博
綜
経
籍
、

遂
為
通
儒
。
明
陰
陽
天
文
、
善
術
数
占
候
。
司
徒
辟
、
除
郎
中
、
知
中

国
将
乱
、
避
世
而
帰
。
郷
人
従
紞
占
問
吉
凶
、
門
中
如
市
、
紞
曰
、
攻

乎
異
端
、
戒
在
害
己
。
無
為
多
事
、
多
事
多
患
。
遂
詭
言
虚
説
、
無
験

乃
止
。
惟
以
占
夢
為
無
悔
吝
、
乃
不
逆
問
者
。」（『
晋
書
』
索
紞
伝
）

（
31
） 『
晏
子
春
秋
』
に
は
、
占
夢
者
が
景
公
の
夢
を
占
う
た
め
に
占
夢
書
を

取
り
に
行
こ
う
と
し
て
晏
子
に
止
め
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
。「
景
公
病
水
、
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臥
十
数
日
、夜
夢
与
二
日
闘
不
勝
。
晏
子
朝
、公
曰
、夕
者
夢
与
二
日
闘
、

而
寡
人
不
勝
、
我
其
死
乎
。
晏
子
対
曰
、
請
召
占
夢
者
。
出
于
閨
、
使

人
以
車
迎
占
夢
者
。
至
曰
、
曷
為
見
召
。
晏
子
曰
、
夜
者
、
公
夢
二
日

与
公
闘
不
勝
。
公
曰
、寡
人
死
乎
。
故
請
君
占
、是
所
為
也
。
占
夢
者
曰
、

請
反
具
書
。
晏
子
曰
、
毋
反
書
。
公
所
病
者
陰
也
、
日
者
陽
也
。
一
陰

不
勝
二
陽
、
故
病
将
已
。
以
是
対
。」（
内
篇
雑
下
）
呉
則
虞
撰
『
晏
子

春
秋
集
釈
』（
中
華
書
局
）
を
使
用
。

（ 78 ）


